
掛二小学校重点目標
や さしく伝え合おう

進んでやろう

学校便 り  平成31年 2月
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基顧棘雰f屁鐸翼螺謙曇i思
平成31年度の本校教育について:児童や保護者のアンケートを参考にして、教職員で話
ってきました。 児童のよさ )と課題 (△)は以下のように捉えていまする

そこで、自主性・主体性、判断力、思いやり等の育成をめざし、平成31年度の重点目標
を本年度と同じく「やさしく伝え含おう 進んでやろう」とします。
PTA会員の皆さんにお配りしたように、教育計画もほぼ固まりました (案ですので変わ
ることもあります)。 本年度と変わる点のいくつかを紹介します。
□春の遠足は実施しない。学年毎の校外学習や見学を計画的に行う。
□夏のプール開放は実施しない。市内全小学校が同じ対応。
ロラグビーワニルドカップ。 6年生が10月 9日 のスコツトランド対ルーマニア戦を観戦。
□冬休みの開始が12月 26日 から。来年度は祝日が多くなり、例年通りでは授業日数が確保
できないため。
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Fさん」付けれ躾けます。
児童アンケー トの項目に「友達はだいじを守って『さん』付けで呼ぶ」があります。で

きると答える子の割合は、平成27年度から本年度まで71%→82%→ 87%も 84%と推移していま

す。また、本年度の結果を学年毎に見ると、できると答える児童の割合は、 1年 92%、 2年
96%、 3年 87%、 4年 93%、 5年 81%、 6年 62%です。少しずつ「さん」づけが浸透してきてい
ると言えますが、学年が上がるにつれできなくなる傾向が見られます。実際教師の目から
見ると、高学年では呼び捨てが非常に多く、 トラブルの原因になることもあります。この
「さん」付けの指導をt来年度も続けていきます。
保護者の皆さんの中にも、いろいろな考え方があると思います。「呼び捨てやニックネー

ム、ちゃんづけの方が親近感がわく。」「さん付けはよそよそしい。」「男子に対しては、く
んの方が言いやすい。」などです。そういう考えがあることは十分わか

′
ります。しかし、そ

のような呼び方は、小学校段階では様々な危険性を含んでいます。
小学生は自己中心的になりがちで、他者の立場や気持ちを理解することが難しい発達段
階にあります。自分勝手な考えで、他人を傷つけたり存在を無視したりする (いわゆるいじ
め)こ ともあります。ですから、生活指導や道徳教育等を通して、他者に対する理解を深め、
思いやりのある行動がとれるようにしていくことが重要です。その切り込み口の一つが、
名前の'「さん」付けです。
だれもが同じ人権をもった人間です。男女とか、容姿とか、勉強や運動のできるできな
いとかで呼び方を変えるのではなく、一人の人間として平等に「さん」付けで呼ぶことを
習慣付けたいと考えます。
また、「さん」付けにすると、他者とのコミュニケーションがソフトになり、その結果集
団の雰囲気が向上します。このような雰囲気は、学校生活を快適なものに変えていきます。
どうか、名前は「さん」付けで呼ぶことを御理解いただき、お茶の間でも友達の名前は
「さん」付けで呼ぶようにしていただけると嬉しく思います。  〔文責 :校長 安田〕

○自分の仕事は真面目にやる。
○落ち着いた生活ができる。
○授業では小集団での話合いに慣れて

△自分から進んで行動することが苦手。
△時折、思いやりに欠ける言動や呼び捨てが見
られる。

り聴いたりする力をつけたい。



1年生 昔の遊び集会 (生活科 )
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「みゃくはくをはかって分かること」
:励賞 2年 赤堀 和果 さん
t     「中に入れる夫きなジャボジ■をつくる」
篤

督「県小中学校児童生徒書き初めコンクール」
ヽ

ミ

特別支聴蒙数
~6‐

だより 10 特別支援コーディネーター 松浦 崇
コミュニケーションの手段として、言葉は用いられます。言葉は、相手に自分の意思や

考え、情報を伝えます。しかし、伝えたはずのことが伝わっていなかったり、間違って伝
わったりということがあります。子どもに、「話をしてもうまく伝わらない」と感じたこと
はありませんか。そんなとき、「書いて伝える」ということをしてみてはどうでしょう。

話し言葉は、瞬時に正確に聞き取って記憶しなければなりません。しかしながら書かれ
た言葉、文字はそこに残り、何度も目にすることができ、確かな刺激となります。子ども
に何かを伝えたいときに、文字にすると伝わりやすくなります。文字にしておけば、「〇〇
って言ったでしょ。」「そんなこと、聞いていないよ。」「〇〇だからね。」「そんな約束して
いないよ。」というこ.とがなくなります。また、子どもが駄々をこねていたり、状況判断が
できなかったりというときも、話して説得しようとするよりは、字や絵を紙に書いて見せ
た方が、受け入れやすくなることがあります。

母の日や父の日、子どもからのメッセ∵ジが嬉しいように、子どもに「ほめほめメッセ
ァジ」を書いて渡すと、お父さんやお母さんの気持ちが伝わります。嬉しいメッセージは
何度も読み返し、心に残ります。明日も頑張ろうという気持ちになることでしょう8 1




